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能登地方でシータテハの夏型を採集

松 井 正 人

能登地方の七尾市に近い鹿島郡鹿島町の石動山頂上で、シータテハの新鮮な夏型を採集

したので報告する。この日は、梅雨が中休みした蒸し暑い日で、社を造っている材木には、

ミドリヒョウモンやヒオドシチョウが止まって何やら吸汁していた。シータテハも幾度か

社に止まったが、吸汁は観察できなかった。

能登地方におけるシータテハの記録は、羽咋郡志賀町の１例しか無く（江口,1991）、金

沢市以北においても、河北郡津幡町の１例(越虫編集部,1992)と金沢市の１例（松井,1992）

が知られているに過ぎない。しかも、志賀町と金沢市は５月初旬の記録で越冬あけの個体、

津幡町は９月下旬の記録で越冬をひかえた秋型の個体と、いずれも越冬関係の個体で、現

地で発生したものでは無く、越冬のために本来の生息地から偶発的に飛来した個体と考え

られていた。

今回の新鮮な夏型個体によって、能登地方におけるシータテハの発生が、十分考えられ

ることとなった。

2000年７月１日 石川県鹿島郡鹿島町石動山頂上 １頭採集 松井正人

《 参考文献 》

江口元章(1991)能登におけるシ―タテハの記録.翔(93)：2.

越虫編集部(1992)１９９１年の活動報告.越虫(23)：1-5.

松井正人(1992)石川県のタテハチョウ４.翔(99)：1-4.

《まつい まさと 〒920-3121 金沢市大場町東871-15》

羽咋郡志雄町でオオムラサキの飛翔を観察

松 井 正 人

2000年の今夏、羽咋郡志雄町でオオムラサキの飛翔を観察した。押水町以北の能登地方

でオオムラサキが観察されているのは、珠洲市、輪島市、鹿島郡鹿島町、羽咋郡志雄町、

羽咋郡押水町の５市町しかなく、1991年以降の観察となると志雄町が唯一の観察地となる。

その他の市町においても、輪島市の石畑正夫氏や日吉芳朗氏、鹿島町の尾田良知氏等によっ

て調査は続けられいるが、観察には至っていない。

このような状況にあって、志雄町の記録は最近観察された中では石川県の最も北の記録

となる。

２０００年７月２２日 石川県羽咋郡志雄町当熊 １♂目撃 松井正人

《まつい まさと 〒920-3121 金沢市大場町東871-15》
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ニホンカモシカの死骸に群がる蝶類（２）

嵯 峨 井 淳 郎

嵯峨井(1998)に、同名タイトルで、石川県石川郡河内村板尾地内での目撃事例を２例報

告した。1999年も同様の死骸に群がる蝶を確認したので報告する。

1998年秋の集中豪雨により崩壊した板尾川林道の補修工事完成後のコンクリート壁に、

４頭のスミナガシと越冬アカタテハが静止しているのを採集。通常、スミナガシを目的に

採集を試みても、なかなか姿を見つけることの少ないスミナガシが４頭も止まっていた。

これはしめしめとばかりに、三角紙の中へ。何気なくコンクリート壁（高さ５ｍ）の下方

の川原を見降ろしたところ、川原にもたくさん飛翔する中型の黒い蝶が目に入り、ついで

にそれも戴こうと川原に下りたったところ、散乱するニホンカモシカのアバラ骨と足骨と

爪に唖然。周辺には実に９頭のスミナガシを確認。しかし、もうネットする勇気は無く、

ただ数えるだけ。

今回の事例は、死骸そのものが相当日数を経過していたこともあって、人間の鼻にはそ

れほど臭いは感じなかった。

◆１９９９年５月２９日 石川県石川郡河内村板尾 嵯峨井淳郎 目撃

スミナガシ ９頭、 サカハチチョウ ４頭、 ミヤマカラスアゲハ １♂

《参考文献》

嵯峨井淳郎（1998）ニホンカモシカの死骸に群がる蝶類．翔(135):５．

《さがい じゅんろう 〒921-8145 金沢市額谷３-18-２》

白峰村三ツ谷でクジャクチョウを採集

嵯 峨 井 淳 郎

1999年９月５日10時30頃、白峰村三ツ谷の西俣川沿いで、石川県では比較的稀なクジャ

クチョウを採集したので報告する。

1999年９月５日 石川県石川郡白峰村三ツ谷西俣川 ２♂採集 嵯峨井淳郎

目撃確認数は５～６頭で、９月とはいえ現地は雨上がりでかなり蒸し暑く、水溜まりに

吸水するもの、水分を含んだ枯れ草（モヤが立ち昇っていた）に吸汁するもの等が確認さ

れたが、筆者の腕の悪さから２頭のみの採集にとどまった。

なお、４～５年前にも当地三ツ谷にて本種を目撃確認している。

《さがい じゅんろう 〒921-8145 金沢市額谷３-18-２》
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石川県産マグソクワガタの追加記録と一知見

井 村 正 行

石川県の本種は、40年ほど前に林 靖彦氏が鳥越村左礫において採集された以後、記録

が無かったが、今回複数の本種を採集することが出来たので、確認された生息環境ととも

に報告する。

マグソクワガタ Nicagus japonicus Nagel

2000年 6月 4日 石川郡白峰村風嵐手取川河川敷 ３♂ 井村 正行 採集

2000年 6月 4日 石川郡白峰村風嵐手取川河川敷 ２♂ 野中 勝 採集

2000年 6月 4日 石川郡白峰村風嵐手取川河川敷 ２♂ 中西 重雄 採集

2000年 6月 5日 石川郡白峰村風嵐手取川河川敷 ３♂ 井村 正行 採集

2000年 6月 5日 石川郡白峰村天狗壁手取川河川敷 １♀ 井村 正行 採集

今回採集された♂は、全て発生場所と思われる狭い場所で、露出した流木、草の根際、

砂の上などで、静止していた個体であった。また、本種の生態は、最近よく調べられ、そ

の幼虫は、砂に埋もれた流木を食す事も判明している。今回採集された環境は、川の水位

より７０～８０cm上がった場所で、直径３～４cm前後の流木が堆積した上に、細かな砂が

覆い被さって、草が疎らに生えており、一部流木が露出していた所であった。また砂の内

部や、埋もれている流木は、充分に湿っていた。残念ながら、ここでは♀は見ることは出

来ながったが、天狗壁の少し上流部の河川敷の藪では、林縁を飛翔していた♀を採集する

ことが出来た。

この報文を書くにあたり、発表を心よく承諾された、野中 勝、中西 重雄の両氏と、生

態について色々と御教授していただいた三重県の、秋田 勝己氏に心より感謝申し上げる。

《 参考文献 》

林 靖彦(1962)マグソクワガタを石川県で採集する．昆虫学評論，14(2):66．

《いむら まさゆき 〒920-0211 金沢市湊2-116-70》

ナカブサツチビロウドムシの追加記録

井 村 正 行

ブナの立枯木にいたものを採集したが、記録が大変少ないようなので記録する。

ナカブサツチビロウドムシ Dendroides nakabusana Kono

1999年７月11日 石川県石川郡白峰村白山釈迦林道（alt.500m）１♂ 井村正行

《 参考文献 》

高羽正治（1998）コウチュウ目アカハネムシ科．石川県の昆虫:190-191.石川県．

《いむら まさゆき 〒920-0211 金沢市湊2-116-70》
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ドイツとスイスアルプスに蝶を追って

石 畑 正 夫

2000年５月６日から９日間のドイツとスイスの旅に参加した。外国のツアー旅行には自

由な時間が取れないのが常識であり、また、ドイツは自然保護が厳しい国と聞いていたが、

それでも密かに期待して出発した。

第１日は早朝に関西空港を出発し、午後２時半フランクフルト空港着。入国手続きを済

ませ、迎えのバスで市内見物の後、郊外にあるノボテルエッシエボーンホテルヘ着いたの

は午後６時前。外はまだ明るく、夕食までに40分の時間があった。部屋に荷物を置いて早

速網を片手に飛び出した。さすがは自然保護が喧しい国だけあって、ホテルの中庭に子供

連れの野ウサギが遊んでいた。庭の周囲は金網と有刺鉄線で囲まれ、その外の荒れ地に白

い蝶が飛んでいたが中へ入いれない。グルっと回ってみると1ケ所破れたところがあり、

そこから出て外の麦畑に飛んでいる蝶を狙った。モンシロである。日本のモンシロよりや

や小型、５頭を捕らえ先ずは幸先よしと満足。

翌日からはリュックに道具を離さない。「釣り竿ですか？」と同行の客の問いに「ライ

ン川の大きいヤツを釣ろうかと思って」と先ずは冗談。ドイツやスイスは畑と牧場が多い。

広い牧場のあちこちに飛んでいる姿が見えるが、バスの車窓から眺めるだけで捕れないの

が残念。朝は7時半出発、夜20時着で「夜の蝶？」が眠りに就き「昼の蝶」はまだ目が覚

めない時間帯の行動、加えて昼食の時間も極力節約の強行軍であった。

５日目の５月10日、ミュンヘンを過ぎてホーエンシュバンガウの村に入る。これから小

高い山の上にある有名なノインシュバンシュタイン城の見学であるが、麓からは専用の

シャトルバスで登るのである。そのバスの待ち時間に近くの牧草地へ飛び込んでみるとス

ジグロが飛んでいた。早速２頭を捕らえたがバスの出発時間となり中止。城の内部を見学

の後、麓まで約３㎞の坂道を歩かなければならない。見ると林の中に飛んでいる。これ幸

いと狙って見たが４種類、６頭すべて逃がしてしまった。坂道を下ったところのレストラ

ンで昼食となったが、食事が運ばれてくるのがもどかしい。どうにか配られた食事をかき

込み外へ飛び出したが、先刻の林まで戻る時間がない。近くの草むらでスジグロを追い３

頭目。次いで小さなシジミをゲット。同じく２頭目を捕らえてみると蛾であった。次いで

スジグロ最後の１頭をと捕らえてみると、意外にもヤマキであった。

以後有名なスイスアルプスのユングフラウヨッホとシャモニーのモンブランヘ登る車窓

からは、多数の蝶が見えたが捕れないのが残念。この旅の収穫は次の通りであった。

モンシロチョウ ５頭 エゾスジグロシロチョウ ３頭

ヤマキチョウの仲間 １頭 チョウセンシロチョウ １♀

ホリイコシジミに似た蝶 １頭 ホリイコシジミに似た蛾 １頭

《いしはた まさお 〒928-0001 輪島市河井町1-17-1》

ＴＯＢＵ Ｎｏ.１４６ ＯＣＴ. ２０００
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１９９９年沖縄石垣西表採集記（その２）

笹 川 忠 志

■10月４日 石垣には午後１時55分到着。レンタカーを借用し、高田（タケダ）林道へ向

かった。午後３時頃になっていたのでチョウは少なかった。「スジカバもリュウアサもい

ない。シロチョウも、タイワンキチョウかキチョウ程度だ」とブツブツ独り事を言いなが

ら林道を歩くと、センダングサに黒い影。ヤエヤマムラサキの美しいメスであった。沖縄

本島でツマムラサキマダラを見慣れてしまったので、ヤエヤマムラサキの青いメスを異様

に感じた。１オス３メス採集。ホントにチョウは少なかった。オモトの合流地点から今度

は上の高田林道（舗装）を引き返した。かつてマサキとヤエヤマの両Ypthima多数発生し

た斜面も探索したが何もいなかった。下草を叩いていると大きな白いシジミが飛び出した。

「Jamidesだ」と思い、葉上に静止した個体を確認するとシロウラナミシジミ。ネットイ

ンするとメスであった。結構ヤエヤマムラサキが多く、時間が早ければ相当な個体数が確

認出来るのではないかと思った。ヤエムラに混じってツマムラサキマダラもチョコチョ顔

を出すが、やはり本島の比ではなかった。ヤエヤマカラスアゲハが結構多いが、他のアゲ

ハは全然ダメであった。今日はこの程度にして「なぎさ荘」に行く事にした。石垣島では、

「チョウ屋・虫屋＝なぎさ荘」 と言う方程式になっている。なぎさ荘の純子ママはウワ

サの美人で、実際今よりもっと若い時は本当に奇麗な方であった。１泊１食（朝食）で50

00円、素泊まりだとモット安い。

10月4日 沖縄県石垣市名蔵高田林道

ヤエヤマムラサキ １♂３♀

シロウラナミシジミ １♀

ツマムラサキマダラ ３♂２♀

ミカドアゲハ 多数目撃

コウトウシロシタセセリ ３頭

■10月５日 昨夜色々と話が盛り上がった有名な蝶屋の方を車に乗せ、高田林道に行った。

ヤエヤマムラサキばかりでパットしない。こうなったらどれだけ採集できるか。24♂２♀

と言うところでにわか雨。川平へ廻り何かいないかと散策し、シロウラナミ１♀とオオゴ

マダラやヤエヤマムラサキ。川平ではリュウキュウムラサキが、ほとんどの三叉路の様な

ところで見張っているので直ぐに飛び出す。今はどうも世代後退時期で、ボロ、スレが多

くつまらない。本島でも採集したリュウキュウムラサキの大陸型を発見したが、林間へ逃

げてしまって残念無念。大陸タイプはシロヘリがあるので、一見キベリタテハみたいで結

構エキゾチックである。南の島で採集されるボリナ程、たくさんのタイプが出現する種は

いない。タイワンタイプ、フィリピンタイプ、原亜種、さらにそれぞれのハイブリッド等

々、小生は勝手に東洋のアグリアスと決め付け、ボリナはことごとく採集する事にしてい

る。その内に、フィジーに居る様なゴールデンボリナが採集されたら素晴らしい事だと思っ

ている。雨はその激しさを増し、長い時間継続する様になってきたのでチョウも飛ばず早

ＴＯＢＵ Ｎｏ.１４６ ＯＣＴ. ２０００
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めに切上げた。コノハチョウ１頭を高田林道で確認したので、明日はトラップでも掛けて

みようかと思った。トラップ用のストッキング、バナナ、リンゴ、黒糖、泡盛を買い込み

早速部屋でトラップの作成（パンストの購入には抵抗がありますなア）。ビニール袋に泡

盛を入れて、ストッキングの果物を突っ込み上をセロテープで固定し、ビニール袋の上か

らバナナや黒糖を潰し泡盛と良く混ぜる合わせる。テラスの暑いところに放置し醗酵させ

ればＯＫ。更にトラップを掛けた場所の周辺に、泡盛を撒き散らしておくことも忘れずに。

トラップ作成のポイント

１)バナナは南米産ではなく地元の小さいタイワンバナナ

２)ストッキングにはバナナ３本程度を入れる

３)バナナとパイナップルの合わせトラップが最も良いとのこと（リンゴはだめかも）

４)黒糖を混ぜる（必須）

５)泡盛を混ぜる（ウイスキーやブランデーでも良い）

10月５日 沖縄県石垣市名蔵高田林道

ヤエヤマムサキ 32♂６♀

コノハチョウ １♀確認

タイワンキチョウ 11♂８♀

リュウキュウヒメジャノメ ４頭

10月５日 沖縄県石垣市川平

リュウキュウムラサキ ５♂

シロウラナミシジミ １♀

オオゴマダラ １♂

■10月６日 今日は１日中採集三昧なので、まず早朝トラップ掛けを行った。昨日のコノ

ハのポイント近くや、過去から良く知られているポイントへ仕掛けた。午後の２時過ぎか

らは、ミカドアゲハの習性からそろそろ体温が上昇したので吸水を始める頃だと思い、集

団吸水場所へ向かった。林道の分岐から河原に出て度肝を抜かれた。ミカドアゲハの集団

吸水で、なんと50余頭以上は居るではないか。良く図鑑や雑誌に、西表のマリュードやカ

ンビレー周辺のミカドアゲハの集団吸水の写真が掲載されているが、この集団はそれ以上

であった。ラオスや東南アジアでグラフィウムやアピアスが集団吸水しているが、それを

彷彿するような見事なものであった。残念ながらカメラを持参しておらず、撮影はできな

かったが35頭程採集した。ヤエヤマムラサキはその姿を見せ続け、「ヤエムラの大発生と

はこの様な事を言うのだなア」とため息を付きながら林道を後にした。

10月６日 沖縄県石垣市名蔵高田林道

ミカドアゲハ 35頭

ルリタテハ 数頭目撃

スミナガシ 数頭目撃

ヤエヤマイチモンジ １♂５♀

ヤエヤマムラサキ（ツマジロ） 72頭

リュウキュウムラサキ １♂

コノハチョウ(トラップ） １頭

オオゴマダラ １♂５♀

ツマベニチョウ １♀

シロウラナミシジミ １♂目撃

コウトウシロシタセセリ ５頭

オキナワルリチラシ １♂

サツマニシキ １♂

ＴＯＢＵ Ｎｏ.１４６ ＯＣＴ. ２０００
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■10月７日 今日からは西表である。本島の３日目にシューズがダメになっている事に気

が付き、石垣でダマシダマシ使用していたが限界だった。昨日レンタカーを返却する道す

がら、ＴＳＯＣがある事を思い出し靴の購入に走った。ＧＴホーキンスのトレッキング

シューズ27.5ｃｍ 5,300円があったので即刻購入し、壊れた靴は石垣島にてポイ。今日は

新しいシューズで、心機一転西表へ行く事になった。石垣観光フェリーＡＭ8:10発の高速

船で西表へ。台風20号の遠い影響で、外海になったところで少しウネリがあり大きく揺れ

たが、およそ40分で大原港（仲間川）へ到着した。やまねこ（東部交通）レンタカーの車

が準備されていたので（予約しておくと車が駐車してある）それを運転し事務所へ手続き

に行く。14万キロも走破している車なので、左のフロントドアはロックしても半ドアラン

プが点燈するし、トランクは思い切り閉めないとロックしないのである。かなり荒っぽく

使用されたらしく結構キズが多かった。予約の時に「グレードが低い車でＯＫ」と言った

手前、仕方がないと諦めたが、賃借料金は非常に安く済んだ。

最初は例の迷マダラのサロン、南風見田（ハイミダ）へ。環境が著しくダメになってい

る事を聞いていたが、まさしく過去に何10頭も迷チョウが採集された小道は、消失し畑に

なりオモシロクない環境になっていた。

次は仲間川林道。日本で一番チョウが多いと言われている西表であったが、石垣島同様

非常に少ない。まだ夏枯れが継続しているのだろうか。今年の八重山はどの島もチョウが

少なく、この傾向はずーと継続していると色々な人から聞いていた。環境が著しく悪化し

た為か、気象条件や個体の消長による一時変化なのか。もし今後復活の兆しがないと言う

事になれば、かなり深刻な事と受け止めなくてはならないだろう。復活を願いたいものだ。

古見にてシロオビヒカゲを探索したが、ダメであった。根性がないのだろうか。そうこう

している内に夕方になり、竹盛旅館へ向かい１日目の西表は終了となった。（2000年になっ

て仲間川林道は採集禁止になったが、許可はすぐ取れるようだ。）

10月７日 沖縄県八重山郡竹富町西表島仲間川林道

リュウキュウウラボシシジミ １頭

マサキウラナミジャノメ ５頭

イワカワシジミ １♀

ヤエヤマイチモンジ ３♂３♀

リュウキュウヒメジャノメ ５頭

ツマムラサキマダラ ９♂３♂

ヤエヤマムラサキ 13♂２♀

■10月８日 今日は西表西部を探索。白浜林道が酷い状態と聞いていたので、この目で確

かめたかった。また、白浜トンネルができたので、旧道が石垣の万勢山林道の様な雰囲気

になっているので、そこも探索したかった。途中、高那の森へ潜る人達の車が乗り捨てら

れていた。高那のジャングルには、相当に人間が入っているのが想像できる車の数であっ

た。知人もヒウメウラボシシジミを数頭採集したと聞いたし、西部の竹盛旅館にいても情

報は直ぐ入る。中には、独りで十数頭も採集した”ツワモノ”が居るとの事であった。ユ

ＴＯＢＵ Ｎｏ.１４６ ＯＣＴ. ２０００
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ツンやインダ船浦で寄り道したが、なぜか勘が働かず良い結果が出ないままに白浜に到着

した。旧道に入り、林道入口に駐車し林道を歩いた。木が茂り過ぎており、暗い林道はマ

サキ・ヤエヤマウラナミとクロアゲハ程度しかおらず、リュウキュウアサギマダラがふわ

りふわりと飛んでいた。余りオモシロクない林道なので、早急に引き返し白浜まで旧道の

両脇をチェックし探索した。西表は石垣よりツマムラサキマダラが多い。本島のツマムラ

サキマダラは余りにも個体数が多いのでかなり小さい（ヤエヤマムラサキと同じ程度か少

し大きい）のだが、西表のツマムラサキはやはり迷チョウらしく結構大形の「ルリマダラ」

と言う感じであった。旧道の峠付近で、少々大形のルリマダラが樹高を飛翔している。ツ

マムラサキマダラとは明らかに違う。一定の空間を往復しヘアペンシルを出しながら飛翔

している。翅の格好からマルバネかなっと思ったが、採集しないと何んともいえない。慎

重に待機し、下降してくるタイミングをネット一振り。ネットインした個体を取り込むと

マサキ（ホリシャ）ルリマダラであった。迷チョウをゲットすると結構気持ちがハイにな

るものだ。そのまま白浜の集落へ。デリスが多い場所でテツイロビロードを探したが、真

昼では居るはずもなく、更に色々な人が入っている様で荒れていた。更にそこは中学校の

裏手なので、中学校の関係者と近くの住民が「採集禁止」の看板を掲げている。タテハモ

ドキやオジロシジミを少々採集し、また旧道へ戻ったのである。「二匹目のどじょう」と

言う諺があるが、白浜峠に差し掛かり、何気なしに写真を撮影してたら上空を滑空する黒

い影。「またいた。今度は何か」急いでネットを出し採集タイミングを図りながらネット

イン。取り出すと今度はマルバネルリマダラのオスであった。タイワンや東南アジアでは、

超普通種なのであろうが、西表島で発見、採集となれば結構気持ちがハイテションになる

ものだ。（白浜の集落やシロウラナミシジミの発生地での採集は、特にマナーを守り周り

に注意すべきである。）

竹盛旅館では、小生の両親世代でまだガンバッテ採集している京浜昆虫同好会ＯＢの方

に懇意にして戴き、タイワンキマダラのポイントを伝授して戴いた。つづく。

10月８日 沖縄県八重山郡竹富町白浜

白浜旧道

マルバネルリマダラ １♂

マサキルリマダラ １♂

ツマムラサキマダラ ３♂２♀

白浜集落

オジロシジミ ４♂３♀

タテハモドキ 10頭

ヤエヤマムラサキ １♂２♀

ミカドアゲハ ２♂

白浜林道

ジャコウアゲハ １♀

ヤエヤマムラサキ １♂１♀

シロオビヒカゲ １♂

ヤエヤマウラナミジャノメ ２♂

マサキウラナミジャノメ ８♂

《ささがわ ただし 〒167-0031 杉並区本天沼1-2-5》
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採

集

は

ベ

ン

ツ

に

乗

っ

て

白
峰
は
大
杉
谷
の
ボ
コ
ボ
コ

道
、
雨
が
降
ら
な
い
も
の
だ
か
ら
、

車
が
通
る
た
び
、
も
う
も
う
た
る

土
煙
。
林
道
脇
か
ら
は
、
ス
ス
キ

や
木
の
枝
が
顔
を
出
す
。
愛
車
で

は
、
こ
ん
な
所
へ
行
き
た
く
な
い

も
の
だ
が
、
ム
モ
ン
ア
カ
の
為
な

ら
ば
と
入
っ
て
い
く
と
、
見
覚
え

の
あ
る
ベ
ン
ツ
。
世
の
中
に
は
お
お

ら
か
な
人
も
い
る
も
ん
で
す
。

輪
島
で
一
八
〇
〇
頭
マ
ー
キ
ン
グ

今
年
の
夏
は
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
が

多
く
、
そ
し
て
暑
か
っ
た
。
こ
ん

な
中
で
連
日
の
よ
う
に
鉢
伏
山
に

通
い
続
け
た
輪
島
の
日
吉
氏
、
な

ん
と
千
頭
近
い
マ
ー
キ
ン
グ
を

や
っ
て
の
け
た
。
金
沢
か
ら
は
松

井
氏
も
押
し
掛
け
て
、
真
夏
の

マ
ー
ク
総
数
は
一
八
〇
〇
頭
と

ち
ょ
っ
と
。
こ
れ
だ
け
の
数
な
ら
、

秋
に
は
再
捕
獲
情
報
が
数
件
入
っ

て
く
る
だ
ろ
う
。

釈
迦
林
道
の
ゲ
イ
シ
ャ
と
サ
ム
ラ
イ

石
川
県
で
は
な
か
な
か
お
目
に

か
か
れ
な
い
芸
者
と
侍
、
遭
遇
す

る
に
は
釈
迦
林
道
が
最
も
可
能
性

が
高
い
。
今
年
も
何
人
か
が
双
方

に
出
会
っ
て
い
る
が
、
気
む
ず
か

し
い
侍
は
確
率
が
低
い
。

サ

ム

ラ

イ

は

ブ

ド

ウ

好

き

？

県
内
で
は
ま
だ
ま
だ
珍
し
い
エ

ル
タ
テ
ハ
だ
が
、
釈
迦
林
道
で
は

年
に
何
頭
か
は
目
撃
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
の
サ
ム
ラ
イ
、
手
っ

取
り
早
く
ト
ラ
ッ
プ
で
お
び
き
出

そ
う
と
あ
の
手
こ
の
手
の
ト
ラ
ッ

プ
が
用
意
さ
れ
た
が
、
サ
ム
ラ
イ

の
お
気
に
入
り
は
ブ
ド
ウ
の
皮

だ
っ
た
と
か
。

鉢

伏

山

の

と

ん

で

も

な

い

蝶

輪
島
の
日
吉
氏
に
と
っ
て
鉢
伏

山
は
庭
も
同
然
。
ネ
ッ
ト
片
手
に

通
っ
て
る
と
、
と
ん
で
も
な
い
蝶

に
遭
遇
。
ネ
ッ
ト
を
構
え
る
が
な

か
な
か
止
ま
ら
ず
、
近
づ
い
た
と

こ
ろ
を
一
振
り
し
た
が
、
見
事
に

空
振
り
。
こ
の
日
か
ら
蝶
が
頭
に

ち
ら
つ
い
て
、
夜
も
な
か
な
か
寝

付
け
な
い
。
お
び
き
出
そ
う
と
、

ト
ラ
ッ
プ
を
セ
ッ
ト
し
て
い
る

が
、
そ
う
簡
単
に
は
姿
を
見
せ
な

い
。
こ
の
蝶
な
ん
だ
と
思
う
。

能

登

地

方

の

オ

オ

ム

ラ

サ

キ

広
い
能
登
半
島
、
オ
オ
ム
ラ
サ

キ
が
記
録
さ
れ
て
い
る
場
所
は
、

北
か
ら
珠
洲
市
、
輪
島
市
、
鹿
島

町
、
志
雄
町
、
押
水
町
と
少
な
い
。

い
ず
れ
の
地
、
特
に
輪
島
で
は
盛

ん
に
調
査
さ
れ
て
い
る
が
近
年
の

観
察
例
は
無
い
。
今
年
は
志
雄
で

観
察
さ
れ
た
が
、
こ
れ
が
県
最
北

の
記
録
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

大
量
マ
ー
キ
ン
グ
効
果
が
ジ
ワ
リ

鉢
伏
山
で
大
量
マ
ー
ク
の
ア
サ

ギ
マ
ダ
ラ
、
ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
と
再

捕
獲
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
は
宝
立

山
で
三
頭
、
つ
い
で
宝
達
山
で
一

頭
記
録
さ
れ
た
。
宝
立
は
約
十
七

キ
ロ
、
宝
達
は
約
六
十
八
キ
ロ
と

移
動
距
離
は
伸
び
て
き
た
が
、
効

果
が
出
る
の
は
こ
れ
か
ら
。
さ
て
、

何
処
か
ら
連
絡
が
入
る
や
ら
。

今
年
も
今
か
ら
ツ
マ
グ
ロ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン

ツ
マ
グ
ロ
は
、
十
月
か
ら
目

立
っ
て
増
え
て
く
る
。
去
年
は
金

沢
以
南
至
る
所
で
観
察
さ
れ
た

が
、
能
登
で
は
あ
ま
り
観
察
さ
れ

な
か
っ
た
。
今
年
は
ど
こ
ま
で
広

が
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
口
能

登
、
中
能
登
、
奥
能
登
と
ベ
タ
～

と
居
る
の
は
ど
こ
ま
で
か
。

例

会

の

記

録

八
月
三
日
（
木
）
城
南
管
工
二

階
に
て
八
時
か
ら
開
催
。

今
回
は
、
人
為
的
な
環
境
と
は

関
係
の
薄
い
ヤ
マ
ク
ロ
シ
ジ
ミ
に

つ
い
て
の
発
生
地
レ
ポ
ー
ト
。
発

生
地
は
法
尻
に
崩
土
が
堆
積
す
る

よ
う
な
不
安
定
な
法
面
。
法
面
に

は
わ
ず
か
な
植
生
が
あ
り
、
ヒ
ョ

ロ
リ
と
伸
び
た
ス
ス
キ
に
卵
が
ベ

タ
ベ
タ
。
ポ
イ
ン
ト
は
狭
い
の
で
、

植
生
が
貧
弱
な
不
安
定
な
法
面
の

調
査
が
産
地
発
見
の
鍵
。

そ
の
他
の
話
題
で
は
、
ト
チ
の

ウ
ロ
か
ら
オ
ニ
ホ
ソ
が
、
カ
ミ
さ

ん
同
伴
で
ブ
ラ
ジ
ル
と
北
京
、
カ

ミ
さ
ん
旅
行
で
独
身
気
分
、
河
川

敷
で
ク
ロ
コ
ノ
マ
、
ガ
ッ
ポ
リ
採

れ
た
カ
ラ
フ
ト
セ
セ
リ
、
内
川
ダ

ム
も
交
通
規
制
、
ネ
ッ
ト
で
情
報

収
集
な
ど
な
ど
。

参
加
は
、
生
田
、
中
西
、
松
井
、
井

村
、
山
岸
、
指
田
、
吉
村
、
横
山
（
Ｔ

Ｅ
Ｌ
）、
細
沼
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
）
の
九
人
。

【
表
紙
デ
ザ
イ
ン

:

小
幡
英
典
】
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石

川

県

版

Ｒ

Ｄ

Ｂ

を

販

売

中

動
物
編
、
植
物
編
の
「
い
し
か

わ
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
」
が
、

石
川
県
情
報
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

で
販
売
さ
れ
て
い
る
。
動
物
編
は

一
五
五
頁
二
九
四
〇
円
、
植
物
編
は

三
五
八
頁
四
三
〇
〇
円
。
詳
細
は

〇
七
六
（
二
二
三
）
九
三
三
九
へ
。

パ
キ
ピ
ド
の
ウ
ロ
か
ら
ギ
ガ
ン
テ
ィ
ア

井
村
会
長
、
パ
キ
ピ
ド
を
狙
っ

て
ウ
ロ
覗
き
を
し
て
い
る
と
大
き

な
ハ
チ
。
思
わ
ず
首
を
ひ
っ
こ
め

た
が
、
ハ
チ
な
ど
居
る
訳
が
無
い

と
再
度
覗
け
ば
ギ
ガ
ン
テ
ィ
ア
。

採
集
時
は
四
十
ミ
リ
で
、
乾
燥
し

た
ら
三
ミ
リ
縮
ん
だ
ら
し
い
。

Ｄ
Ｎ
Ａ
か
ら
見
た
ギ
フ
チ
ョ
ウ
属

こ
れ
ま
で
、
ヒ
メ
ギ
フ
が
日
本

に
侵
入
し
た
後
、
ヒ
メ
ギ
フ
か
ら

ギ
フ
が
分
化
し
た
と
す
る
説
が
有

力
だ
っ
た
。
し
か
し
、
Ｄ
Ａ
Ｎ
解

析
の
結
果
で
は
、
祖
先
種
か
ら
ま

ず
ギ
フ
が
分
か
れ
て
日
本
に
隔
離

さ
れ
、
つ
い
で
シ
ナ
ギ
フ
・
オ
ナ

ガ
ギ
フ
系
と
ヒ
メ
ギ
フ
系
に
別

れ
、
ヒ
メ
ギ
フ
が
日
本
に
侵
入
し

た
の
は
ギ
フ
よ
り
ず
っ
と
後
ら
し

い
。
詳
細
は
、
指
田
氏
の
持
っ
て

い
る
英
文
の
別
刷
を
読
む
こ
と
。

初
メ
ー
ル
の
宛
先
は
ド
イ
ツ
な
り

情
報
収
集
に
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
接
続
し
た
山
岸
氏
、
ま
ず
は

Ｅ
メ
ー
ル
に
挑
戦
。
初
メ
ー
ル
の

宛
先
は
ド
イ
ツ
だ
っ
た
と
か
で
、

さ
す
が
に
医
者
は
違
う
と
思
っ
た

ら
、
ド
イ
ツ
の
親
戚
に
奥
さ
ん
が

滞
在
中
だ
っ
た
と
か
。

ア
オ
タ
マ
ム
シ
は
猛
暑
の
中
で

阿
武
隈
の
ア
オ
タ
マ
を
狙
っ
た

タ
マ
ム
シ
グ
ル
ー
プ
だ
っ
た
が
、

井
村
会
長
が
猛
暑
に
日
和
り
、
細

沼
、
中
西
、
松
井
の
三
氏
で
現
地

入
り
。
炎
天
下
、
ビ
ー
チ
パ
ラ
ソ

ル
の
中
か
ら
御
神
木
を
眺
め
て
い

る
と
、
汗
が
や
た
ら
と
流
れ
て
く

る
。
照
り
返
し
が
強
く
白
っ
ぽ
い

地
面
が
ま
ぶ
し
い
。
汗
を
拭
い
、

ふ
と
気
が
付
く
と
御
神
木
に
キ
ラ

リ
と
光
る
も
の
が
。

ヒ
ラ
タ
を
探
し
て
ク
ロ
コ
ノ
マ

吉
村
氏
、
ヒ
ラ
タ
ク
ワ
ガ
タ
を

狙
っ
て
ヤ
ナ
ギ
の
樹
液
回
り
を
し

て
い
た
と
こ
ろ
、
ク
ロ
コ
ノ
マ
が

樹
液
に
来
て
い
た
ら
し
い
。
２
匹

目
の
ド
ジ
ョ
ウ
を
狙
っ
た
が
、
ヒ

ラ
タ
は
採
れ
て
も
、
ク
ロ
コ
ノ
マ

は
採
れ
な
い
。

海
岸
線
の
怪
し
げ
な
オ
ジ
サ
ン

海
水
浴
客
で
賑
わ
う
海
岸
線
、

何
処
を
向
い
て
も
水
着
姿
で
楽
し

げ
な
歓
声
が
響
い
て
い
る
。
こ
ん

な
所
を
、
暑
苦
し
い
姿
で
ぶ
ら
つ

く
オ
ジ
サ
ン
ひ
と
り
。
一
般
客
か

ら
距
離
を
取
り
、
汗
を
拭
き
つ
つ

何
か
を
う
か
が
っ
て
い
る
。
怪
し

い
。
絶
対
に
怪
し
い
。
誰
と
は
言

わ
な
い
が
、
新
種
ハ
マ
ゴ
ウ
ノ
メ

イ
ガ
の
分
布
範
囲
を
調
べ
て
い
る

ら
し
い
。

翔 １４６号 例会は偶数月・５月・７月の第１木曜日８時から
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会
員
の
動
き
・
し
ゃ
ば
の
動
き
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